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安全推進講習会の開催について（通知） 

 

標記について下記の通り通知いたします。 

  日本協会では 

 

1．日本協会の求める理想（ビジョン） 

「ラグビー競技を誰からも愛され、親しまれ、楽しめる、人気の高いスポーツにする」 

2．日本協会の使命（ミッション） 

「日本協会や傘下の各地域協会・支部協会、及び日本全国の全てのチームが繁栄し、全国

にラグビー競技を発展させ広めていくことができるような環境を整備すること」 

 

を目標に各チームのご支援ご協力のもと、様々な事業を展開しているところであります。

しかし、昨年はこれまでにない重症事故（死亡を含む）が多発しており、ラグビーは危険

なスポーツであるとの認識が先行し、ラグビーの健全な発展は望めない状況であるとの危

機感を持つ必要があります。重症事故を撲滅してこそラグビーが人々から愛され、発展し

て行くものだと思います。上記ビジョン、ミッションを達成するためにも、このバリアを

早急に取り除かなければなりません。重症事故からプレヤーを守るということは指導者の

責務であって、最大の要件でもあります。 

  そこで標記講習会を全国一斉に開催（２月～５月）することになりました。この対象は

国内全てのチームで、必ずチーム責任者（監督 orコーチのグランドレベルでの実行責任者）

に受講していただくということです。また、責任者がこの講習会を受講しなかった場合は

２２年度のチーム登録が出来ないことになりますのでご注意下さい。 

  現在、各府県の安全対策委員長を中心に講習会の開催を計画しています、ご不明の点は

各府県協会へお問い合わせ下さい。 

 

 

※ 所属府県での受講が原則ですが､ご都合が悪い場合は他府県での受講も可能です｡ 

その際は、必ず所属府県協会へご連絡の上ご参加下さい。 


